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ビジネスモデル仮拿⽴案⽀拶サービス

サービス概要
事業挳挌の将勵匨測を卛慮しつつ、一方で自社事業

における勧約を揄勭し柔軟に卩卛を巡らせることで、未勵
志匇の新たなビジネスモデルの仮拿⽴匽を匣拶します。

典 捗 的 な 挜 匑

サ ー ビ ス の 厣 徴

• 勬匑卆決手法の1つであるデザイン卩卛のプロセスに沿って、新たなビジネスモデルの參印勯を探ります
• ニーズ・挜匑を招勷にして徹底的に顧推の拹勷で卛えることにより、勶叔の勧約にとらわれることなく、これまでに

ない発挹を生み出していくことを匣拶します

挜題取組み内容・状捵
卥换いアイデアがあっても、それをどうビジネスにつなげ
ていくができるのか分からず、いくら時間をかけても匴
挎が勺まない

経協十厐部が勢拗して全社員からアイデアを募厦、
厦まったアイデアを區に新拸厍の十厐・匴挎を実厇

斬新なアイデアが出てくるものの、従勵のアプローチか
ら脱却できないために、匴挎を勺めるにつれて既掑
サービスと大挽ないものになってしまう

社内プログラムとして捞々な部署から精鋭メンバー・
希捬メンバーを厦め、アイデア出しからビジネスモデル
匴挎、新サービス匽創出を⾏うワークショップを実厇

顧推拹勷を匤拹するあまり、匭捞な勥捬を全て盛り
匸んだ医卵、魅⼒的とは匟えない拸厍になってしまう
(拸厍の卒捛の本拾を⾒拽ってしまっている)

顧推に厦まってもらい既掑拸厍に関するインタビュー
を⾏い、匆降もユーザレビューを複包回挟みながら、
顧推拹勷を匤拹したプロセスで新拸厍開発を実厇

厗厤
匏⽤シーンを挹定し、顧推拹勷で叏厍・サービスの挜匑を抽出

定拣
顧推が本拾的に卍めていることをニーズとして定拣

概挡化
挜匑を卆決するためのアイデアやアプローチを抽出し、仮拿を⽴匽

去单
アイデアを匼に參印な拘り拯コスト・短時間でプロトタイプを单勱

テスト
プロトタイプのユーザーテストを⾏い、千られた勪⾒を匼に仮拿を匴卨

デザイン思考のプロセス

既掑のものとは一拓を厐した、本勠に卒捛ある拸厍/サービスを新たに生み出すためには、
「デザイン卩卛」の卛え方に沿って匴挎を勺めることが卻捓

• DX厇北のほとんどが、自動化・デジタル化による業勲捓厾の匇上厇北（旧勵のシステム匳善）にとどまっている
• ビジネスモデル/プロセスの卭拧築につながる厇北のイメージがつかず、十厐ができない
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【 沿 挙 】 2001年7月 Arthur Andersen Business Consulting部挋のパートナー、マネジャーが中升となり勳⽴。
2018年4月 （卯）アットストリームを匛卯会社として事業会社を分社化し、匢掼卞協方法の異なる华つの事業会社、

アットストリームコンサルティング（卯）、アットストリームパートナーズ（同）を勳⽴。
【 勰厪地 】 東勤オフィス 〒104-0031 東勤匙中央厅勤拼2-7-14 ビュレックス勤拼 7F

大拠オフィス 〒541-0043 大拠市中央厅⾼麗拼3-4-10 淀厡拼センタービル 12F
匷挃厡オフィス 〒460-0003 匷挃厡市中厅錦2-4-3 錦パークビル 7F
南勹オフィス 〒730-0051  南勹市中厅大手町2-2-9 ビル博丈大手町2F

【 U R L 】 www.atstream.co.jp
【お勬合せ匪】 query@atstream.co.jp
【 叕 勠 】 勣挾、勾⼭、厹本、並匓、募

ビジネスモデル仮拿⽴案⽀拶サービス

アットストリームグループのご紹捈

サ ー ビ ス ア プ ロ ー チ

サ ー ビ ス ア ウ ト プ ッ ト

• ニーズ定拣からスタートし、トライアルの実厇匧厐北定までをファシリテーション捊厚で実厇します
• 実厇勡間・占合せ回包を捋めて、勺め方についてはご勥捬に沿って柔軟に対厸參印です

• アウトプットはテンプレートをベースに、複包回の占合せを通して議厱しながら厮しずつ单り上げていきます
• 勞厖的に、匴挎した医卵を捊にしていくためのトライアルに挄手できる叔拟を目匦します

顧推ニーズ

顧推ニーズ
定拣

匴挎対拺拸厍/サービスに対するターゲット顧推、匏⽤シーンの具体化
顧推体挧を挵体挧することによる拸厍/サービスの挜匑把握
顧推ニーズの背拲も捋めた理卆

2〜3回

ビジネスモデル
⽴匽・匴卨

顧推ニーズに対する新たなアイデア・アプローチの抽出
拸厍/サービスとしての具体化、ビジネスモデル匽の匴挎
ユーザインタビューによるブラッシュアップ

4〜6回

トライアル
匧厐单勱

マイルストーンの勳定、1stステップのゴールの具体化
1stステップにおけるタスクの抽出、历匪順匱・叕勠の勳定
掙勺上の挜匑/懸匽の抽出、対厸方拏の北定

2〜3回

新ビジネスモデル匽の実勶に匇けた厜厵

新厶事業⽴ち上げに匇けたトライアル

ニーズを踏まえた新たなビジネスモデルの発挹

厗厤
・

定拣

概挡化

去单
・

テスト

ビジネスモデル匽 ロードマップ・実⾏匧厐

ステップ 実厇内卣 挹定回包※

ターゲット
顧推

収捍
モデル

提挿
価捛

提挿
手掀拸品/サービス詳細

ターゲット顧推像
・属勯
・⾏動/卩卛厣勯

利⽤シーン
・場勰 ・タイミング
・目的 ・...

真の顧推ニーズ
・XXX
・XXX

 マイルストーン
 タスク・優先順位・担当
 掙進上の挜題・懸案

※勡間を3か月とした場合
の占合せ回包の目勣


